
 

件   名 愛媛県警察署の名称、位置及び管轄区域条例の一部を改正する条例 

主 管 課 警察本部警務課 

根拠法令等  

【改正の概要】 

１ 市町村合併に伴う規定整備 

○ 松山市への北条市及び中島町の編入並びに砥部町、内子町、鬼北町、大洲市、今治市の発足に伴

う警察署の位置及び管轄区域の名称の変更を行う。 

 

２ 警察署の再編整備を行うための改正 

(1) 小規模警察署の統合 

  ・内子警察署の大洲警察署への統合 ・野村警察署の宇和警察署への統合 

  ・鬼北警察署の宇和島警察署への統合 

(2) 市町村合併に併せた管轄区域の変更 

  ・西予市のうち旧三瓶町の区域   八幡浜警察署管轄 → 宇和警察署管轄へ 

  ・内子町のうち旧小田町の区域   久万警察署管轄  → 大洲警察署管轄へ 

(3) 市町村合併による新市町名に併せた警察署の名称変更 

  ・「三島警察署」 → 「四国中央警察署」 ・「東予警察署」 → 「西条西警察署」 

  ・「久万警察署」 → 「久万高原警察署」 ・「宇和警察署」 → 「西予警察署」 

  ・「御荘警察署」 → 「愛南警察署」 

 

施 行 日 

松山市への北条市及び中島町の編入並びに砥部町、内子町、鬼北町の発足に係る改正規

定（17年１月１日） 

大洲市の発足に係る改正規定（同月11日） 

今治市に発足に係る改正規定（同月16日） 

警察署の統合・管轄区域の変更・名称変更に係る改正規定（同年４月１日） 

【その他参考事項】 

警察署の再編整備について 

(1) 背景 県内の治安情勢の悪化・新しい治安課題の出現・社会環境の変化等 

① 身近な犯罪の増加（過去10年間で刑法犯認知件数が60％増加）、都市部を中心とした乗物

盗、車上狙い等の街頭犯罪の増加 

② 外国人による組織的犯罪、少年犯罪の凶悪化、ハイテク犯罪の悪質・巧妙化 

③ 生活スタイルの24時間化、道路交通環境・通信機器の整備による広域的警察活動が可能 

(2) 統合によるメリット 

① 限られた人員の有効活用……管理部門の警察官のパトカー乗務など実働部隊への再配置、

空き駐在所の改善（パトカー乗務回数の軽減） 

② スケールメリットを生かした機能強化……事件・事故発生時における人員の集中投入 

(3) 統合される警察署の措置 

旧内子警察署・野村警察署・鬼北警察署に代えて、運転免許更新事務の継続、パトカーの前進

待機等機能を強化した大型交番を設置、駐在所は現状どおり存続 

 



 


